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議案第４７号



富山市指定文化財の指定及び指定解除に係る諮問の件

【生涯学習課】

１ 趣 旨

「神通川船橋常夜灯」について、富山市指定有形文化財の指定が妥当と判断さ

れるため富山市文化財調査審議会に諮問するもの。

また、富山市指定天然記念物「葛原の大榎」について、市指定天然記念物の価

値を失ったため、指定解除を諮問するもの。

２ 富山市指定有形文化財の指定の諮問

（１）内 容

（２）諮問理由

神通川船橋常夜灯は、寛政１１年（１７９９）、北陸街道に架かる神通川船橋

（富山船橋）の両橋詰に、旅人の夜間の通行のため、また神通川の洪水や水難

から町民を守る信仰的意図から、富山町町年寄内山権左衛門が２基一対として

寄進したものといわれている。

当該常夜灯は、今も当時の設置位置に近い場所に置かれており、当時の神通

川の幅を示すものであることなどから、同じく現存する船橋鉄鎖とともに、神

通川船橋の名残を残す貴重な資料として、その歴史的価値は極めて高い。

種 別 名 称 員数 所 在 地 所有者

歴史資料 神通川船橋常夜灯 ２基一対 丸の内1丁目1－4地先

舟橋北町4丁目4－18の一部

不明

（富山市教育委員会管理）

附 船橋鉄鎖 １点 丸の内1-62

（郷土博物館）

富山市
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３ 富山市指定天然記念物の指定解除の諮問

（１）内 容

（２）諮問理由

主幹の途中から太い枝が３本出て三つ又状になっている大樹だが、そのうち２

本が枯死し、残りの１本もヤドリギの大量寄生による成長不良を起こしていた。枯

死した枝の回復が難しく、枝折れした場合の危険性があるため、市文化財調査審

議会委員及び樹木医による調査・助言のうえで令和8年５月８日に伐採し、市指

定天然記念物の価値を失ったもの。

種 別 名 称 員 数 所 在 地 所有者 指定年月日

天然記念物 葛原の大榎 1本 葛原 葛原総代 昭和５６年

７月２２日
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報告事項１９
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水橋学園スクールバスの事故後の対応について

［学校再編推進課］

［ 学 校 教 育 課 ］

６月２４日に発生した水橋学園スクールバス踏切内停車事故を受けて、再発防止対策

として、第２学期（８月２７日）からの水橋学園スクールバスの運行ルートの見直し及

びスクールバス等の運行に係る危機管理マニュアルの作成を進めております。

この見直し、作成にかかる予定については次のとおりです。

記

１ 運行ルートの見直し

・スクールバスの試行運行を実施（７月２７日～８月５日）

・保護者への変更ルート説明会の開催（８月１０日）

・第２学期の始業から変更ルートによる運行を開始

２ スクールバス等の運行に係る危機管理マニュアルの作成

・「富山市スクールバス及び学校行事用バス運行に係る危機管理マニュアル」を

作成

・各学校における「学校スクールバス・学校行事用バス危機管理マニュアル」を

作成（２学期の運行開始までに）
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